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会 

告 
 

会

則

第

七

条

に

も

と

づ

き

、

左

記

の

要

領

に

て

第

四

一

回

総

会

を

開

催

い

た

し

ま

す

。

会

員

の

方
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は

、

御

参
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ほ

ど

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。
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記 

 

一 

日 

時 

二
〇
二
二
年
九
月
二
十
三
日
（
金
、
秋
分
の
日
）
午
前
十
一
時
～ 

 

一 

会 

場 

静
岡
市
歴
史
博
物
館
講
座
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
よ
り
北
西
へ
徒
歩
八
分
） 

 

一 

議 

事 

（
午
前
十
一
時
～
正
午
） 

 
 

 

会

務

報

告

（

会

誌

報

告

含

む

） 

 
 

会

計

報

告 

 
 

会

計

監

査

報

告 

 
 
役

員

改

選 
 

 

 
 

活

動

方

針 

 
 

新

年

度

予

算

審

議 

 

 

一 

創

立

四

十

周

年

記

念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（

午

後

一

時

～

午

後

五

時

） 

「
今
川
氏
研
究
の
現
在 

」 

基
調
報
告 

大
石
泰
史
氏
・
鈴
木
将
典
氏
・
糟
谷
幸
裕
氏 

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

 

黒
田
基
樹
氏 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

大
石
泰
史
氏 

※
役
員
は
午
前
十
時
半
に
御
集
合
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
状
況
に
応
じ
て
、
総
会
及
び
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
止
す
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
中
止
す
る
場
合
は
九
月
一
七
日
ま
で
に
メ
ー
ル
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



【
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
】 

 
紙
数
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
列
記
し
ま
す
。 

１
時
刻
は
以
前
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

同
様
、
一
時
か
ら
と
し
、
で
き
る

だ
け
討
論
の
時
間
を
確
保
し
ま
し

た
。 

２
基
調
報
告
は
三
本
、
論
題
と
報

告
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

① 

今
川
氏
研
究
の
成
果
と
課
題 

大
石
泰
史
氏 

② 

今
川
氏
検
地
の
再
検
討 

鈴
木
将
典
氏 

③
戦
国
大
名
今
川
氏
の
天
文
の
三

河
侵
攻
・
再
考 

糟
谷
幸
裕
氏 

一
人
四
〇
分
の
報
告
の
後
、
休

憩
を
入
れ
、
黒
田
基
樹
氏
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
五

時
ま
で
質
疑
・
討
論
を
行
う
予
定
。

大
石
泰
史
氏
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
兼
ね
て
い
た
だ
き
ま
す
。

基
調
報
告
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

共
に
、
今
川
氏
を
最
前
線
で
研
究

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
に
な

い
論
点
で
の
討
論
や
問
題
点
の
解

決
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

３
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
当
会
四

十
周
年
記
念
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
昨
年
予
定
さ
れ
て

い
た
も
の
が
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
に
伴
い
、
本
年
に
延
期

に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

な
お
、
総
会
当
日
は
、
年
会
費

四
〇
〇
〇
円
を
お
忘
れ
な
く
お
願

い
し
ま
す
。 

ま
た
、
研
究
会
誌
『
静
岡
地
域

史
研
究
』
十
二
号
と
別
冊
歴
史
随

想
編
の
二
冊
を
お
分
け
し
ま
す
。 

会
員
は
無
料
で
す
が
、
会
員
外

の
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ
販
価
千
円
で

販
売
し
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。
別
冊
歴
史
随
想
編
も
四

十
周
年
記
念
事
業
で
す
。 

  

例
会
報
告
要
旨 

七
月
例
会
（
一
五
名
参
加
） 

七
月
十
六
日
（
土
） 

あ
ざ
れ
あ
第
一
会
議
室 

今
川
氏
検
地
の
再
検
討 鈴

木 

将
典 

戦
国
大
名
今
川
氏
の
検
地
に
関

す
る
研
究
は
、
規
模
や
増
分
の
内

実
（
名
主
加
地
子
得
分
か
隠
田
か
）

な
ど
が
論
点
と
さ
れ
、
一
九
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
最

盛
期
を
迎
え
た
が
、
現
在
は
停
滞

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で

本
報
告
で
は
、
近
年
の
議
論
を
基

に
、
今
川
氏
の
検
地
に
つ
い
て
再

検
討
を
試
み
た
。 

 

ま
ず
、
今
川
領
国
で
実
施
さ
れ

た
検
地
を
、
下
記
の
よ
う
な
三
つ

の
段
階
に
分
類
し
た
。 

（
１
）
地
頭
か
ら
指
出
を
徴
収
し

て
知
行
高
を
把
握
す
る
方
法
。
こ

れ
は
義
元
が
家
督
を
継
承
し
た
後

の
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
ご
ろ

を
画
期
と
す
る
。 

（
２
）
史
料
上
に
「
尋
」
「
改
」

と
し
て
記
載
さ
れ
る
、
訴
訟
を
契

機
と
し
た
今
川
氏
の
現
地
調
査
。

こ
れ
ら
は
現
地
か
ら
の
要
請
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
、
増
分
だ
け
で
な

く
災
害
等
に
よ
る
減
免
分
も
把
握

さ
れ
て
お
り
、
今
川
氏
が
制
定
し

た
「
今
川
仮
名
目
録
」
第
一
条
お

よ
び
「
訴
訟
条
目
」
第
十
二
条
に

も
、
そ
の
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

画
期
と
し
て
は
天
文
二
十
年
ご
ろ

を
想
定
し
た
。 

（
３
）
狭
義
の
「
検
地
」
で
あ
る

土
地
の
実
測
。
こ
れ
は
他
の
戦
国

大
名
と
同
じ
よ
う
に
、
田
一
反
あ

た
り
五
〇
〇
文
を
基
準
と
し
て
貫

高
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
川
氏
の
場
合
は
、
米

方
（
石
高
・
俵
高
）
と
代
方
（
貫

高
）
を
併
用
し
た
点
に
最
大
の
特

徴
が
あ
る
。 



 
次
に
増
分
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
訴
訟
条
目
」
第
十
二
条
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
川
氏

は
原
則
と
し
て
当
主
に
披
露
し
た

上
で
知
行
役
を
加
増
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。 

 

今
川
氏
が
検
地
を
実
施
す
る
の

は
、
今
川
氏
が
把
握
す
る
知
行
高

と
実
際
の
年
貢
高
が
大
幅
に
乖
離

し
て
い
た
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
発
生
し

た
時
に
、
今
川
氏
は
現
地
調
査
を

実
施
し
て
、
地
頭
の
実
際
の
収
入

を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年

の
戦
国
大
名
検
地
に
関
す
る
研
究

は
、
小
田
原
北
条
氏
や
甲
斐
武
田

氏
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、

今
川
氏
の
検
地
に
関
す
る
議
論
は

停
滞
し
て
い
る
。
九
月
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
新
た
な
視
点
を

提
示
し
、
議
論
を
進
め
た
い
。 

戦
国
大
名
今
川
氏
の
天
文
の
三
河

侵
攻
・
再
考 

糟
谷 

幸
裕 

近
年
の
戦
国
大
名
今
川
氏
研
究

に
お
い
て
、
従
来
説
の
書
き
替
え

が
も
っ
と
も
顕
著
に
進
展
し
た
の

は
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）

以
降
本
格
化
す
る
今
川
氏
の
三
河

侵
攻
過
程
、
な
か
ん
ず
く
徳
川
家

康
の
父
・
松
平
広
忠
の
位
置
づ
け

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
書
き
替

え
は
、
い
わ
ゆ
る
「
松
平
・
徳
川

中
心
史
観
」
が
史
料
解
釈
に
与
え

る
バ
イ
ア
ス
が
、
依
然
と
し
て
根

強
く
残
存
す
る
こ
と
を
浮
き
彫
り

に
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
松
平
・
徳
川
中
心
史
観
」
の
源

流
と
も
い
え
る
「
三
河
物
語
」
「
松

平
記
」
な
ど
の
近
世
初
期
成
立
史

料
を
読
み
直
し
、
矛
盾
点
や
同
時

代
史
料
と
の
齟
齬
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
を
、
あ

ら
た
め
て
お
こ
な
う
必
要
を
示
し

て
い
よ
う
。 

 

本
報
告
の
大
筋
は
、
前
年
七
月

の
例
会
で
報
告
し
た
も
の
か
ら
変

更
は
な
い
。
ま
ず
、
近
世
初
期
成

立
史
料
に
基
づ
く
広
忠
像
と
、
同

時
代
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
そ
れ

を
対
比
的
に
示
す
こ
と
で
、
そ
の

落
差
の
大
き
さ
を
確
認
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
近
世
以
降
の
史
料
に

し
か
み
ら
れ
な
い
挿
話
―
―
竹
千

代
強
奪
事
件
や
、
竹
千
代
の
尾
張

人
質
時
代
―
―
を
自
明
の
前
提
と

す
る
こ
と
は
、
も
は
や
で
き
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
。
前
者
に
つ
い

て
は
す
で
に
虚
構
説
が
出
さ
れ
一

定
の
支
持
を
得
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
生

じ
た
と
さ
れ
る
後
者
の
実
在
も
、

当
然
、
疑
っ
て
か
か
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

 

今
川
氏
の
三
河
支
配
、
と
く
に

西
三
河
に
お
い
て
は
、
家
康
の
位

置
づ
け
は
や
は
り
大
き
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
「
松
平
・
徳
川
中
心

史
観
」
を
排
し
て
そ
の
実
態
に
迫

り
、
ほ
か
の
三
河
国
衆
と
の
対
比

を
可
能
と
す
る
こ
と
は
、
今
川
氏
、

ひ
い
て
は
戦
国
大
名
権
力
と
国
衆

と
の
関
係
を
議
論
す
る
う
え
で
、

貴
重
な
論
点
を
提
供
す
る
で
あ
ろ

う
。 

 

報
告
当
日
お
よ
び
後
日
に

は
、
貴
重
な
ご
意
見
と
ご
批
判

を
多
く
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら

に
十
全
に
答
え
ら
れ
る
か
心

も
と
な
い
が
、
活
発
な
議
論
の

呼
び
水
と
な
る
よ
う
な
報
告

を
心
掛
け
た
い
。 

   



〔
例
会
案
内
〕 

☆
十
月
例
会 

十
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
三
時
～ 

静
岡
県
教
育
会
館
地
階
C
会
議
室 

報
告
名
及
び
報
告
者
名 

遠
江
国
原
田
・
村
櫛
荘
の 

半
済
と
半
済
給
人 

 
 

佐
藤
公
彦
氏
（
専
修
大
学
大
学
院
） 

※
例
年
三
月
に
行
っ
て
い
た
卒
業

論
文
発
表
会
が
今
年
度
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
地
方
史
研

究
協
議
会
主
催
の
卒
業
論
文
発
表

会
に
参
加
さ
れ
た
佐
藤
氏
に
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
快
く
承
諾
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
時
期
は
ず
れ
ま

し
た
が
開
催
し
ま
す
。 

※
参
考
文
献
『
地
方
史
研
究
』
四
一

八
号
、
森
田
コ
メ
ン
ト 

（
詳
細
は
葉
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
） 

☆
十
一
月
例
会 

十
一
月
十
三
日
（
土
） 

午
後
一
時
三
〇
分
～
四
時
三
〇
分 

沼
津
市
立
図
書
館
講
座
室 

小
田
原
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
地

域
史
研
究
の
模
索
―
「
つ
な
が
り
」

の
視
点
か
ら
―
』
の
書
評
会 

地
方
史
研
究
協
議
会
主
催
／
小
田
原

近
世
史
研
究
会
・
静
岡
県
地
域
史
研
究

会
共
催
で
行
い
ま
す
。 

書
評
者 

 

① 

松
本
和
明
氏
（
静
岡
大
学
） 

② 

杉
本
寛
郎
氏
（
富
士
市
博
物
館
）

「
つ
な
が
り
」
の
視
点
か
ら
の

事
例
報
告 

③ 

小
田
原
近
世
史
研
究
会
の
リ
プ

ラ
イ 

対
面
及
び
ズ
ー
ム
で
の
開
催
で
す
。 

 

次
号
会
報
で
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

※
東
部
例
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
場
確
保
の
都
合
上
、
沼
津
で
行

い
、
し
か
も
第
二
日
曜
日
で
す
。
お

間
違
え
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
会
場
は
J

R
沼
津
駅
か

ら
南
東
へ
徒
歩
七
分
で
す
。 

 

〔
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
〕 

（
一
）
報
告
者
の
募
集
に
つ
い
て 

十
二
月
以
降
報
告
者
が
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
報
告
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

小
和
田
会
長
ま
た
は
事
務
局
森
田
ま

で
連
絡
下
さ
い
。 

（
二
）
合
わ
せ
て
歴
史
随
想
も
募
集

し
て
い
ま
す
。 

[

お
知
ら
せ] 

 

総
会
会
場
は
、
会
報
二
四
三
号
で

ご
紹
介
し
た
、
七
月
に
プ
レ
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
、
静
岡
市
歴
史
博

物
館
で
す
。
教
育
会
館
の
西
側
に
あ

り
、
元
青
葉
小
学
校
が
あ
っ
た
場
所

で
す
。
戦
国
期
の
遺
構
が
残
さ
れ
て

お
り
、
全
面
オ
ー
プ
ン
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
見
学
し

て
く
だ
さ
い
。 

           

静
岡
古
城
研
究
会
で
は
、
こ
の
度

『
静
岡
県
の
城
跡 

中
世
城
郭

縄
張
図
集
成
（
西
部
・
遠
江
国

版
）
』
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
会

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
当
日
販
売
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
頒
価
七
〇
〇
〇
円
で
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
購
入
く
だ
さ

い
。 
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